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新
入
生
は
学
部
４
３
４
６

人
、
大
学
院
97
人
、
法
科
大

学
院
27
人
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
は
式
辞

の
冒
頭
、
英
語
で
入
学
を
歓

迎
し
、「
今
の
自
分
の
ラ
イ

バ
ル
は
、
卒
業
を
迎
え
る
４

年
後
の
自
分
自
身
。
そ
れ
を

超
え
る
た
め
に
一
心
不
乱
に

努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
た
。

　
松
木
健
一
理
事
長
は
「
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
〝
学
び
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
〞
に
な
っ

て
」
と
呼
び
か
け
、
日
髙
義

博
総
長
は
ド
イ
ツ
語
を
交
え

な
が
ら
「
２
年
次
ま
で
に
展

望
を
描
け
れ
ば
、
大
学
で
学

ぶ
べ
き
こ
と
、
や
る
べ
き
こ

と
を
自
ら
も
ぎ
と
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
祝
辞
を
述
べ

た
。
ご
父
母
・
保
護
者
の
会

で
あ
る
育
友
会
の
後
藤
康
夫

会
長
は
「
専
大
の
学
生
と
な

っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ

て
」
と
語
っ
た
。

　
午
前
の
部（
経
済
、
経
営
、

商
、
大
学
院
経
済
学
研
究

科
、
同
経
営
学
研
究
科
、
同

商
学
研
究
科
、
法
科
大
学

院
）
は
内
田
龍
馬
さ
ん
（
経

営
、
専
大
松
戸
高
）
が
、
午

後
の
部
（
法
、
文
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
、
人
間
科
学
、

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
大
学
院
法
学
研
究
科
、

同
文
学
研
究
科
）
は
小
泉
千

春
さ
ん
（
人
間
科
学
、
専
大

附
属
高
）
が
新
入
生
を
代
表

し
て
「
伝
統
あ
る
専
修
大
学

の
建
学
の
精
神
の
も
と
に
、

心
身
の
育
成
に
励
む
こ
と
を

決
意
す
る
」
と
宣
誓
し
た
。

　
式
の
様
子
は
ラ
イ
ブ
配
信

さ
れ
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
。

 

（
２
面
に
式
辞
・
祝
辞
要
旨
）

　
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
男
子
５
０
０
㍍

で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
森
重
航

さ
ん
（
経
営
４
）
に
川
島
記
念
特

別
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
入
学
式
の
後
、
日
本
武
道
館
で

授
与
式
が
行
わ
れ
、
松
木
健
一
理

事
長
か
ら
賞
状
が
、
佐
々
木
重
人

学
長
か
ら
メ
ダ
ル
が
渡
さ
れ
た
。

森
重
さ
ん
は
「
ス
ケ
ー
ト
と
学
業

の
両
立
で
心
が
折
れ
そ
う
な
と
き

も
あ
っ
た
が
、
亡
き
母
の
『
ス
ケ

ー
ト
頑
張
れ
』
と
い
う
最
期
の
言

葉
に
支
え
ら
れ
た
。
数
多
く
の

方
々
の
支
援
と
協
力
あ
っ
て
の
銅

メ
ダ
ル
」
と
謝
意
を
述
べ
た
。
新

入
生
に
向
け
、「
あ
き
ら
め
ず
コ

ツ
コ
ツ
努
力
す
れ
ば
き
っ
と
報
わ

れ
る
。
目
標
が
定
ま
っ
て
な
い
と

い
う
人
も
、
全
力
で
取
り
組
め
る

こ
と
を
在
学
中
に
見
つ
け
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」と
語
り
か
け
た
。

　
ま
た
同
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
北
京
五
輪
出
場
報
告
会
が
開
か

れ
、
森
重
さ
ん
が
銅
メ
ダ
ル
獲
得

を
あ
ら
た
め
て
報
告
し
た
。

　
佐
々
木
学
長
ら
が
健
闘
を
た
た

え
、
校
友
会
の
桃
野
直
樹
会
長

と
、
育
友
会
の
後
藤
康
夫
会
長
か

ら
報
奨
金
・
援
助
金
が
贈
ら
れ
た
。

　
川
島
記
念
特
別
功
労
賞
は
、
在

学
中
に
国
際
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
選
手
を
顕
彰
す
る
賞
。

森重さんに川島記念特別功労賞

３
年
ぶ
り
家
族
も
参
加

　
２
０
２
２
年
度
入
学
式
が
４
月
５
日
、
東
京
都

千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
午
前

と
午
後
の
２
部
制
で
実
施
。
歓
迎
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
は
中
止
さ
れ
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
ご
家
族
も
出

席
し
た
。
新
入
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
胸
に
、

挑
戦
の
日
々
へ
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

学びへの挑戦 始まりの日
2022年度入学式

サークル勧誘 ―― 生田・神田で

３年ぶりにご家族も出席した入学式

新
入
生
を
代
表
し
て
宣
誓
し
た
内
田
さ
ん

と
小
泉
さ
ん

森重さん（右）に松木理事長から賞状が贈られた

22年度 ９割で対面授業実施
　2022年度の学部授業は、対面授業を主として、一部の授業科目は、教育効

果などを考慮しオンライン授業とすることを基本方針としている。全体の

約９割が対面授業、オンライン授業が１割程度となる。ただし新型コロナウ

イルス感染症の今後の感染状況によってはオンラ

イン授業に切り替える場合もある。

　本学の「新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

めの活動レベル」は４月１日現在、レベル２。これに

基づき、十分な感染防止策を講じ、授業運営を行う。

　対面授業の場合、過度な密集を避けるため、各教

室の定員を通常の３分の２程度とする。一部ゼミ室などでは授業運営に支

障が出ないよう通常の定員に近い設定とする場合もあるが、パーティショ

ンを新たに設置し、感染防止を図る。

　各教室は、機械換気や窓・ドアの開放、サーキュレーター設置などにより、

換気を徹底する。

　学内でオンライン授業を受ける場合は、あらかじめ割り当てられた教室

を使用する。ただし割り当て教室が定員超過している場合は、空き教室やア

トリウムなどを利用することができる。

　なお、本学ホームページに、対面授業を受けるにあたり、感染予防のため

の注意事項を掲載している。キャンパスでの不織布

マスクの着用、入構前の検温や消毒の徹底、教室で

は間隔を空けて着席すること、端末室・学食の利用

方法などのほか、感染者やワクチン接種に関するハ

ラスメント行為の禁止、大人数での会食の禁止を明

記している。

【
対
面
授
業
の
注
意
事
項
】

【
活
動
レ
ベ
ル
】




